
きゅうり産地の復興に向けた低コスト安定生産流通技術体系の実証研究 

「きゅうり小規模施設における最小限の環境制御技術導入の手引き」 
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はじめに 

 

〇環境制御とは 

 植物は、太陽エネルギーを利用して、根から吸収した水と葉から取り込んだ

CO2 から、光合成によって有機物を生産します。これらの有機物は、植物の生

育に使われ、栽培作物では光合成を最大限に高めることで収量や品質の向上に

繋がります。   

植物の光合成を高めるためには、光、温度、湿度、CO2、養水分が重要で、

これらの環境要素を光合成が最大限に高められるように、光調節、換気、暖房、

保温、炭酸ガス、ミスト施用、肥培管理、かん水等によって、施設内を最適な

状態に制御することを環境制御と言います。 

現在一般的に導入が進んでいる環境制御技術は、複合環境制御盤を利用した

もので、設備が高価で大規模な施設でないと設置が難しいものです。 

この手引きでは、今ある小規模な施設（100 坪程度）において、100 万円程

度の費用で導入可能な最小限の機器と使用方法について紹介します。 
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